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日本碓物運輸株式会社協誌概要 (素案)

1,Ej時 :平成 20年8月7E休 ) 14:00-17:10(途中､休憩挟み)

2.場所 :メルパルク東京 (ンェ/ト 6F)

3.出柄者 :

･日本植物運輸僻) 社長 相打 哲徳 腰 明花き(樵)社長]

副社長 荒木 和幸

専務取締役 千綿 克彦

関東営業所部長 地 ド 智弘

･(社用木花き生産協会

(社)日本花き年産協会会長 田島錬弥 〔埼玉)鉢物軸会藤間

同副会長 瀧 文臣 〔茨城)鉢物部会幹事

鉢物 :加藤孝義(部会長 ･岐阜),射練建一(副部会長･千葉上 戸谷猛胤 部会長 ･愛知)

朝見良治(会計.埼玉)､登坂和夫(監事･群励 ､高橋乾草 榊 寅川上 内藤博尊 く東

京)

薄らん:内田侍 (顧問･山梨)磯部簡松(部会長･愛知工 別lj林(事務局長 ･愛別､吉

原均 (シンビジ3.-ム部門長 .千葉)､坂野敬三(ホームページ･車知).日向野

乗 (監事 ･栃木)､事務局 吉野､福田

4.協議 (紫軍)概畢

･田島 二21日に潜等､抗議したが.､今E]はbJ巷をいただけるかな-と期待していたので

すか .I
I

･相打 こ21日はおいで頂き､色 回々答させていただきましたが､我々のほう厳しいのが

現状でして､9月1日としたが､日本植物としては､前回の2D%値上げとして

理解いただきたい｡

･会長:延期9月1日まで､後は話し合うということで帰ったと思うが,1ケ月延びても

生産側から見れば､余り関係ない｡ただ､それだけでは詔にならないなという

のが心境ですQ辞し合い､お耳いが納得でき7'i;線が出てこないと､一方通行に

なってしまうrJ こちらも責任ある立場の者が束ているのだから､何故こういう

ことがおきたか｡,7月に入って､20%値上げ通知が央た仁最近色々な情報を聞

(と花が危機的な状況にある,,生産現場から見れば､重油が上がる資材が上が

る凸花は売れない0-番大変なのが生産者､次が小売､市場､一章恵まれてい

るG7が運送業ではないかと､常識的にいわれている小いきなり..こんな値上げ

の通知があれば,受け入れられないu社長 用 木植物､皇明け花き)は環状静

養どう思っているかC

･梅村 :今回始めて生産協会と話をする｡地域､などとは話をしているが､これから

は､改めて全国組織と話し合いをさせてもらいたいと思っているゥこの業界

も､激嵐 倒産している¢会社自体が大変で.決して恵まれているとは思え
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